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　小学校音楽科では、音楽科の特質に応じた言語活動を適切に位置付けることが求められている。しかし

ながら、「何を聴取すべきかわからない」児童の存在や、「思うことはあっても言葉で表現できない児童に対

しての支援の方法がわからない」教師の悩みが指摘されている。

　本研究では、ディクトグロスを応用した音楽聴取プログラムを経験した小学校２年生の気づきのメモを

分析し、その効果について検証した。調査は、2018年と 2019年に、西日本の２つの公立小学校２年生70

名の協力を得て、両年とも朝学の時間（20分）に 8回の音楽聴取課題を実施した。児童は気づきのメモに

基づき、音や音楽の変化について仲間と議論した。その結果、本プログラムを経験することにより、児童

は「意識を集中して音楽を聴取する」ことを学び、「音楽の知識について体験を通して理解し」、そのことに

よって「音楽を聴取して感じたことを言語化する力を身につける」ことがわかった。

キーワード：小学校音楽科、言語活動、音楽聴取プログラム、ディクトグロス

In order to develop the language ability specified in the National Curriculum Standards for 

elementary schools, each school should put in place the necessary language environment and enhance 

the language activities of the pupils in accordance with the characteristics of the subjects. Elementary 

school teachers often say that they do not know how to support pupils who cannot express themselves. 

It is necessary to help such young learners express themselves by enhancing their conceptual 

knowledge and language ability.  
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Effects of a music listening program applying the “dictogloss” technique:
Experimental research on second grade elementary school pupils

ディクトグロスを応用した音楽聴取プログラムの実践とその効果
― 小学校 2 年生を対象とした調査 ―
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This study aimed to analyze the memorandums that second graders made while experiencing a 

music listening program and sought to verify the effect of the program on their language skills. The 

survey was conducted in 2018 and 2019, with 70 second graders from two public elementary schools 

located in the western part of Japan. As part of the music listening program, a discussion applying 

dictogloss was conducted. A total of eight sessions lasting 20 minutes each were conducted during 

school hours. Pupils listened to music and discussed eight slightly different musical pieces with their 

peers in the course of these sessions. Teachers’ comments and pupils’ statements show that by 

experiencing this music listening program and by engaging in a discussion on the dictogloss technique, 

the children learned how to focus on listening to music and understood music knowledge through 

experience. By interacting with their peers, they acquired the ability to verbalize and express 

themselves. Further research is needed to collect more data. 

Keywords:  elementary school, music class, language activity, music listening program, dictogloss
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①〜③は，音楽科の学習内容、学習指導の全体に
拘る視点となっている。

1.2　音楽科における言語活動の充実 

　前述の③言語活動の充実については、学習指導
要領解説の第４章の２内容の取り扱いと指導上の
配慮事項に、「音楽によって喚起されたイメージや
感情、音楽表現に対する思いや意図、音楽を聴い
て感じ取ったことや想像したことなどを伝え合い
共感するなど、音や音楽及び言葉によるコミュニ
ケーションを図り、音楽科の特質に応じた言語活
動を適切に位置付けられるようにすること」と示
されている。学習指導要領解説（p.8）によれば、
中央教育審議会答申において、言語活動が「表現
及び鑑賞を深めていく際に重要な活動である」と
されたことを踏まえ、他者と協働しながら、音楽
表現を生み出したり音楽を聴いてそのよさなどを
考えたりしていく学習の充実を図る観点からの改
訂である。 
　この「言語活動の充実」は、平成16年の文化審
議会答申「これからの時代に求められる国語力に
ついて」に端を発しており、そこでは、「学校教育
においては、国語科はもとより、各教科その他の
教育活動全体の中で、適切かつ効果的な国語の教
育が行われる必要がある。すなわち、国語の教育
を学校教育の中核に据えて、全教育課程を編成す
ることが重要であると考えられる」などと指摘さ
れている 2） 。 
　そして、平成20年の答申において、思考力・
判断力・表現力を育むために、例えば次のような
学習活動が重要であると示された。 
① 体験から感じ取ったことを表現する
② 事実を正確に理解し伝達する
③  概念・法則・意図などを解釈し、説明したり

活用したりする
④ 情報を分析・評価し、論述する
⑤  課題について、構想を立て実践し、評価・改

善する
⑥  互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の

考えを発展させる

1　研究の背景と目的
1.1　小学校音楽科の目標 

　平成29年に改訂された小学校音楽科の教科の
目標は、以下の通りである。

　今回の改訂にあたっての基本的な考え方とし
て、小学校学習指導要領（音楽編）には、次の３
点が挙げられている 1） 。
・ 音楽に対する感性を働かせ、他者と協同しなが

ら、音楽表現を生み出したり音楽を聴いてその
よさなどを見いだしたりすることができるよ
う、内容の改善を図る。

・ 音や音楽と自分との関わりを築いていけるよ
う、生活や社会の中の音や音楽の働きについて
の意識を深める学習の充実を図る。

・ 我が国や郷土の音楽に親しみ、よさを一層味わ
うことができるよう、和楽器を含む我が国や郷
土の音楽の充実を図る。

　これらの改善事項を踏まえ、教科目標の実現に
向けて、学習内容、学習指導の改善・充実のため
の４つの視点が設けられている。
① 「知識」及び「技能」に関する指導内容の明確化
② 〔共通事項〕の指導内容の改善
③ 言語活動の充実
④ 「我が国や郷土の音楽」に関する学習の充実
　この４つの視点のうち、④は前述の基本的な考
え方の３番目の視点に準拠する内容である。一方

　表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な見方・
考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽と豊
かに関わる資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。 
⑴ 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解

するとともに、表したい音楽表現をするために
必要な技能を身に付けるようにする。

⑵ 音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴
くことができるようにする。

⑶ 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽
を愛好する心情と音楽に対する感性を育むとと
もに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を
培う。
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教員が「音楽を言葉で伝えることの難しさ」を挙
げ、特に低学年において、「思うことはあっても言
葉で表現できない児童に対しての支援の方法がわ
からない」といった内容の記述も多かったと報告
している。 

1.4　目的 

　筆者らはこれまで、他者と協働しながら音楽表
現を生み出したり音楽を聴いてそのよさなどを考
えたりしていく教育方法として、「気づき」「仮説
検証」「メタ言語」の機能を引き出すディクトグロ
ス（Dictogloss）に着目し、音楽の分析的聴取とリ
ーディングスキルの関係に関する研究を行なって
きた。Wajnryb（1989）によって提唱されたディ
クトグロスは、まとまりのある文章を聞き、書き
取った内容のメモを基にペアまたはグループで元
の文章を復元するタスクである。日本の学校教育
においても、「気づき」「仮説検証」「メタ言語」の機
能を引き出す教室活動 6） として、英語・日本語教
育の分野で注目されている。
　ディクトグロスを応用した音楽聴取プログラム
として筆者らは、楽曲の途中で音楽を形づくって
いる要素（音の高低、強弱、音色、リズム等）を
変化させた聴取課題及びそれに環境音を重ねたオ
リジナル課題を制作している。学習者は、聴取す
る音楽の有する論理性に気づき、提示された断片
を組み合わせたり、強弱や音の高低、音色などの
音楽的要素を書き込んだりして、提示音楽の言葉
による復元を協働して試みる。
　このプログラムは、音楽科の鑑賞の授業におい
て何を「聴取」すべきかわからず、言語化するこ
とも難しい児童が、「意識を集中して音楽を聴取す
る」ことを通し、「〔共通事項〕の知識について体験
を通して理解し」、「音楽を聴取して感じたことを
言語化する力を身につける」ことを促すのではな
いか。本稿では、ディクトグロスを応用した音楽
聴取プログラムを繰り返す中での小学校２年生の
気づきのメモを分析し、その効果について検証す
る。

　音楽科における「言語活動」のあり方について、
吉田 3） は、「広い意味での言語活動」と「狭い意味
での言語活動」に分けて説明している。前者は、
答申において、学習活動の基盤となるものが「数
式などを含む広い意味での言語」と示されている
ことから、音楽科においての言語活動について、
音楽そのものをコミュニケーション活動として捉
える考え方である。後者はいわゆる「言語活動」
であり、音楽科においても言葉を使ったコミュニ
ケーションを重視する方向が明確に示されたので
ある。

1.3　問題の所在 

　前項において、言語活動が「表現及び鑑賞を深
めていく際に重要な活動である」と述べた。この、
表現及び鑑賞を深めていく言語活動に重要な要素
となるのが、〔共通事項〕に示された内容である。

〔共通事項〕とは、表現及び鑑賞の学習において共
通に必要となる資質・能力であり、表現及び鑑賞
の指導と併せて指導される、以下のア・イに示す
内容である。

　児童は鑑賞の活動を通してこの〔共通事項〕を
学び、また教師は〔共通事項〕を手がかりとして
授業を構成する。このことは、各教科に「言語活動」
の重要性が組み込まれた平成20年の学習指導要
領の改訂以来、音楽科の授業で取り組まれてきた
にもかかわらず、特に鑑賞活動において、未だそ
の難しさが指摘されている。例えば飯泉 4） は、鑑
賞に関しては何を「聴取」すべきかわからずその
場しのぎになってしまうこともあると述べ、川端
ら 5） は、鑑賞授業のアンケート調査から、多くの

ア 　音楽を形づくっている要素を聴き取り、それ
らの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考えること。（思考力，
判断力，表現力等）

イ 　音楽を形づくっている要素及びそれらに関わ
る音符、休符、記号や用語について、音楽にお
ける働きと関わらせて理解すること。（知識）
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2 方法 
2.1　協力者及び調査時期 

　調査は、2018年の 11月〜 12月、2019年の９〜
10月に、西日本にある２つの公立小学校２年生を
対象として実施した。１校では小規模校（2018年
= ８名、2019年＝４名）、もう１校は１学年４ク
ラスのうちの１クラス（2018年＝31名、2019年
＝27名）の協力を得た。担任及び音楽専科の教師
と教頭により、朝学の時間（20分）に各校共８回

1.4　倫理的配慮 

　調査においては、まず研究計画・方法に関し、
所属機関（調査開始時）の倫理委員会の承諾を得
た。調査に関しては、担当者に内諾を得たうえで、
調査協力園校の園長・校長及び教頭に対面し、研
究の目的と調査方法及び個人情報保護等の説明を
口頭で行い、同意書・同意撤回書を配布した上で
実施した。

譜例１　2018年 課題曲 

①音色変化 AABB（Ａ＝ピアノ，Ｂ＝鉄琴） ⑤調性変化 AABB（Ａ＝長調，Ｂ＝短調） 

②大小変化 AABB（Ａ＝大，Ｂ＝小） ⑥演奏法変化 AABB（Ａ＝テヌート，Ｂ＝スタッカート） 

③テンポ変化 AABB（Ａ＝ふつう , Ｂ＝速く） ⑦演奏法変化 ABAB（Ａ＝テヌート，Ｂ＝スタッカート） 

④高低変化 AABB（Ａ＝中音，B ＝高音） ⑧高低変化 ABAB（Ａ＝中音，B ＝高音）
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が低下してしまった」との報告があり、2019年は、
音色、調性、演奏法、高低の変化の４課題と、途
中から環境音を重ねる４課題を制作した（譜例２）。
環境音課題では、各課題に対し２種類の音を順に
重ね、児童がその音の風景を想像しながら聴取し、
より活発にディクトグロスに取り組むことを期待
した。

ずつ実施された。

2.2　課題曲 

　児童にとって馴染みのある童謡『ちょうちょう』
を使用した。４フレーズで構成されている『ちょ
うちょう』のメロディーに、小学校２年生におい
て既習の音楽の構成要素（音色、調性、演奏法、
高低）を変化させた８課題（譜例１）を制作した。
しかしながら「児童が同じ曲の繰り返しに集中力

譜例２　2019年 課題曲 

①音色変化 AABB（A ＝ピアノ，B ＝鉄琴） ⑤水＋蛙

②調性変化 AABB（Ａ＝長調，Ｂ＝短調 ) ⑥水＋声

③演奏法変化 AABB（Ａ＝テヌート，Ｂ＝スタッカート）⑦風＋鳥

④高低変化 AABB（Ａ＝中音，Ｂ＝高音） ⑧風＋雷雨
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よく聴いて、何が、どこからどのように変わった
か。そして、どんな場所が思い浮かんだかについ
て、気づいたことを紙に書きましょう。」と変更し、
②〜④を行った。両年とも毎回の活動終了後、教
師による音楽的特徴の変化の確認を行い、課題曲
を再聴することで聴取力の向上を図っている。

3 結果と考察 
　本節では、課題曲を聴取した児童の気づきのメ
モを分析することで、児童が、〔共通事項〕の知識
について体験を通して理解しているか、また、音
楽を聴取して感じたことを言語化する力を身につ
けているのかについて検証する。 

3.1　2018年の調査から 

　児童は、課題を通し、〔共通事項〕（音楽を特徴
づけている要素）の知識を理解し、音楽を言語化
する際にそれらを使用できるようになっているの
か。そのことを確認するために、2018年の結果か
ら、第４回の音の高低変化と第８回の音の高低変
化の児童のメモを比較する。第８回は、音の高低
変化について２度目の聴取となる。気づきの変化
を確認するために、メモの文字を「もっきん→木
琴」のように一部漢字変換し、テキストマイニン
グ 7） を実施した。その結果、それぞれのワードク
ラウド（出現頻度）は図１及び図２、単語分類の
比較は表１のようになった。 

2.3　手続き 

　課題曲の聴取を毎週の朝学（授業前の 20分のク
ラス活動の時間）に、週に１回ずつ８課題を実施
した。CD に録音した課題曲は、コンパクトステ
レオシステム（パナソニック製）を使用し、教室
全体に聴こえるように教師により音量がコントロ
ールされた。第１回目の課題では、児童には次の
ように提示した。

　２回〜８回目は、②の教示を「今日聴く曲も、『ち
ょうちょう』です。よく聴いて、何が、どこから
どのように変わったのかについて紙に書きましょ
う。」と変更し、②〜④の活動を実施した。2019
年の５回〜８回の環境音を含む課題については、
②の教示を「今日聴く曲も、『ちょうちょう』です。

① これから、皆さんのよく知っている曲を聴いて
もらいます。何の曲でしょう？

② そう、『ちょうちょう』ですね。次に聴く曲も、『ち
ょうちょう』です。でも、さっき聞いた『ちょ
うちょう』とは少し違います。よく聞いて、何が、
どこからどのように変わったのかについて紙に
書きましょう。

③ 書きましたか？では、隣の人と、何が、どこか
らどのように変わったのかを話してみましょう。

（ペア学習）
④ 次に、６人組のグループで、何が、どこからど

のように変わったのかを話し合ってみましょう。

表1　第4回高低変化と第8回高低変化の単語分類 
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　児童がメモに残した文字数は、第５回から順に、
905字→1119字→1097字→1483字となっている。
第５回から第６回は約200字、第７回から第８回に
はおよそ 400字増加しており、児童は繰り返し聴く
中で、集中して音を聴取し、聴取して感じたことを
自分の言葉で表現しようとしていることが窺える。

　表２は、３人の児童のメモである。児童のメモ
は、『ちょうちょう』のピアノのメロディーに重ね
られる様々な環境音が列挙されているだけではな
い。砂嵐や台風のような音を聴いて、蝶々が逃げ
ていったと想像する児童 A、水の音と和やかな子
ども笑い声の重なりから風呂を想像した児童 B、
一方それを川遊びに感じた児童 C など、３人は、
聴取した音を関連付け、連想を膨らませており、
それぞれの文章から、児童の豊かな表現力が窺え
る。
　さらに児童 A は、順を追って音のイメージを
記述するだけではなく、何故そう思ったのかとい
う理由を述べようと試みている。また、児童 B は、
大きく聴こえたピアノの音が、砂嵐の音が加わる
ことで小さく聴こえたと、音の状態を比較した記
述をしている。これらのメモから、本プログラム
は児童に、意識を集中し、課題曲を分析的に聴取
する姿勢を促したのではないかと考えられる。

　共通して出現頻度が高いのは、「音」「ピアノ」「最
初」「最後」「変わる」「低い」といった単語であるが、
第８回では、「高い」「低い」「オクターブ」といった
音楽用語や、音が「上がる」「下がる」「繰り返す」「戻
る」「終わる」といった楽曲変化の特徴を表す単語
が用いられるようになっている。一方、第４回で
は、「間違える」「音痴」「面白い」「速い」「遅い」など、
音の変化には気づいているものの、それを表現す
るための適切な言葉が使用されていない。高い音
を「速い」、低い音を「遅い」と感じていた児童も、
それらが「高い音」「低い音」であると認識できる
ようになっていることがわかる。
3.2　2019年の調査から 

　2019年の調査から、児童が音楽を聴取して感じ
たことを言語化する力を身につけているのかにつ
いて、環境音を含む第５回〜第８回の結果を検討
する。これらの４課題は、『ちょうちょう』のピア
ノのメロディーの途中から、第５回：水の音＋カ
エルの鳴き声、第６回：水の音＋子どもの声、第
７回：風の音＋鳥の鳴き声、第８回：風の音＋雷
雨の音を順に重ねている。

図2　第8回高低変化　ワードクラウド

図1　第4回高低変化　ワードクラウド

表２ 児童のメモの抜粋 

第5回（水＋蛙） 第6回（水＋声） 第7回（風＋鳥） 第8回（風＋雷雨）

Ａ

がっきはおん
なじだったけ
どとちゅうか
らみずとかか
えるがないた。

さいしょはふつ
うだったけどみ
ずかながれて子
どものあそんで
いるおもしろそ
うなこえがした。

さいしょはふつうだ
ったけどとちゅうか
らスプレーととちゅ
うからとりのなきご
えがした。いまさっ
きとりのなきごえっ
てゆったけどぼうは
んブザーみたいなお
と。

さいしょはふつうのピア
ノだったけど雨がふって
かみなりと風のせいです
ながとんでいったかんじ
がした。なんでかってい
うとさいしょはスプレー
の音だったとおもったけ
ど台風の音になった。ち
ょうちょがにげていった
かんじがした。

Ｂ

とちゅうで水
がながれる音
がでてきた。
まんなかへん
で音がかわっ
た。トイレの
水がながれる
音がした。

子どものわらい
声がきこえた。
おふろのおゆを
いれるおとがし
た。

とちゅうでとりのな
き声がきこえた。す
なあらしの音もきこ
えた。スプレーの音
がきこえた。ナイア
ガラのたきの音。ひ
よこのなきごえ。う
ぐいすのなきごえ。

かみなりがなった音がす
なあらしといっしょにで
てきた。かみなりがした
におちそうな音もした。
かみなりとすなあらしが
かさなっていた。雨がざ
あざあふった音もした。
ピアノの音がおおきかっ
たのにすなあらしがきて
音がちいさくなった。

Ｃ

さいしょらへ
んからピアノ
と水の音がき
こえて２ばん
目のくりかえ
しのさいごに
風のおとがき
こえた。

さいしょの音と
水の音がかさな
って、さいごら
へんに子どもの
ような声がきこ
えた。それで、
水がながれてい
る川みたいだっ
た。

さいしょは、いつも
とおなじのだったの
がスプレーとかさな
ったみたいなおとが
して、たまにことり
のようなおとがした。

さいしょはスプレーみた
いなおとだったけど、た
いふうの音がでてきて、
どんどんつよくなってい
るような音とかみなりの
ゴロゴロの音とかさなっ
て音がながれている
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③　担任等教職員からの感想
　児童の、注意深く聞こうとする力が向上してい
ると感じている。本プログラムは、集中して音楽
を聴くだけでなく、状況を表す言葉を習得できる
可能性が大きいと考えられる。今までは気付かな
かったような変化にも気付くようになり、それを
言語化するようになってきた。また、それまで音
楽で活躍することのできなかった児童が、今回の
経験によって、積極的に活動に参加し発言するよ
うになった。こうした児童の変化が、教師自身の
ブラッシュアップにもつなが っている（児童の表
現・注意深く聞こう・読もうとしている姿を見守
る態度、声掛けなど）。

4　総合考察：研究のまとめと今度の課題 
　本研究では、学習者が提示された音楽の言葉に
よる復元を協同して取り組む（ディクトグロス）
音楽聴取プログラムを制作し、小学校２年生を対
象とした調査を実施した。調査結果は、このプロ
グラムを経験することにより、児童が「意識を集
中して音楽を聴取する」ことを学び、「〔共通事項〕
の知識を、体験を通して理解し」、「音楽を聴取し
て感じたことを言語化する力を身につける」とい
う３つの仮説を支持するものとなった。以下、本
研究のまとめと今後の課題を「育成を目指す資質・
能力」の３つの柱に準じて述べる。

4.1　知識・技能 

　調査結果から、本プログラムを経験した児童の
言語活動は活性化し、課題曲を聴いて感じたこと
や気づいたことについて音楽用語を使用して表現
したり、豊かな表現で記述したりするようになっ
ていることがわかった。本プログラムは、音楽科
における鑑賞教育を目的とした内容ではない。し
かしながら、短い課題曲にある「音楽を構成する
要素」の変化に気づくことの経験が、芸術作品の
聴取においても、その聴き方を明確にし、音楽の
良さを感じ取ることにつながるのではないかと考
えられる。
　音楽科学習指導要領において、〔共通事項〕は、

3.3　プログラムの経験と児童の変化 

　　　　　　　　　　― 実践者の振り返り ―

　本調査の協力校からは、「今後も毎週曜日や時間
を決めて取り組んでいけたら良いと思う」、「もっ
といろいろな音楽や環境音との組み合わせなどを
聴かせることで、国語科や作文などのスキルアッ
プにつながるのではないかと思う」といった感想
をいただいている。本項では児童の変容を中心に、
２度のプログラムを実施した実践者の振り返り
を、①音楽科の授業、②音楽外の教科、③担任等
教職員の感想の３視点から提示する。
①　音楽科の授業に関して
　鑑賞の授業での児童の反応が、目に見えてよく
なった。それまでは気づかなかった音楽的特徴（音
色や曲想を含む）の変化にも気づくようになった。
さらに、その変化を表現しようと言葉にする力も
向上していると感じる。
　また、音楽が聞こえると、自分が感じたことを
自由に身体表現する様子が見られるようになっ
た。鑑賞の授業では、自分の言葉で気づいたこと
や感じたことを書いたり発表したりできる児童が
増えた。正しい答えを探そうとするのではなく、
自分の感じたことに対して自信をもつことのでき
る児童が増えた。
②　音楽外の教科に関して
　それまでは気にすることのなかった事象（音以
外でも）に対しても、意識を向けることができる
ようになってきたと感じる。表現する力も、聞い
た音や音の変化を言葉で表そうと考えることを通
して、向上しているように感じる。
　児童の変容は、国語科のなかで多く現れた。詩
を書く際に、「〜のように」と比喩を用いたり、擬
態語を上手に使って様子を表そうとしたりする児
童が増えた。グループ活動では、友達の発表を聞
いて得た意見を参考にして、感想や考えを自分の
言葉で書くことができるようになった。朝の回で
実施している五文スピーチでも、「〜のように」、

「〜みたいに」といった言葉を用いて、様子や状況
を詳しく話すことができるようになった。
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て、感想や考えを自分の言葉で書くことができる
ようになった」とあるように、話し合いの中での
学びあいの成果が、気づきや表現の豊かさにつな
がったとのではないかと考えられる。
　聴取すべき対象に集中して耳を傾け、聴いたこ
とを相手に伝わる言葉に置き換える。仲間と同じ
対象に向き合い、自分が感じたことを伝えるとと
もに、他者の意見に共感し、その良さを自身の学
びにつないでいく。こうした協同的共感的思考は、
音楽科はもちろん様々な教科において、発揮され
るとものである。
　今後は、本プログラムが音楽の児童の音楽表現
や鑑賞活動にどのような効果をもたらすのかを実
証していくと共に、他教科での児童の学びの姿の
変容についても調査していきたいと考えている。
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表現と鑑賞の指導を通して児童に身につけさせる
ように明記されている。本プログラムは、児童が
音楽活動を行うにあたってのレディネス（学習基
盤）を形成するものである。したがって、各学年
の学習内容に応じた内容構成を検討し、プログラ
ムの充実を図ることが今後の課題である。

4.2　思考力・判断力・表現力等 

　担任教師は、「今までは気付かなかったような変
化にも気付くようになり、それを言語化するよう
になってきた」と述べている。そのことから、本
プログラムでの経験が、音楽だけではなく、生活
の中での聴覚的な気づきの広がりをもたらし、気
づきの広がりが言葉の豊かさにつながっているの
ではないかと考えられる。 
　20世紀の終わりに、上條晴夫氏によって提唱さ
れた『見たこと作文』では、体験したことではな
く見たことを文章にすることによって、児童の言
語表現力が向上することが証明されている 8） 。「見
たこと」とは視覚的に観察した事実である。本プ
ログラムは、「聴いたこと」の言語化である。「聴
覚による観察」とも換言できるだろう。 
　平成29年改訂の小学校音楽科学習指導要領で
は、「生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資
質・能力」の育成が謳われている。協力校から「も
っといろいろな音楽や環境音との組み合わせなど
を聴かせることで、国語科や作文などのスキルア
ップにつながるのではないかと思う」との感想が
寄せられているように、課題曲に多様な環境音を
重ねることや、音楽的な知覚がブラッシュアップ
するような構成を工夫することで、音楽という教
科を超えて、「音を注意深く聴く」行為と、児童の
思考力・判断力・表現力等との関連について追究
していきたい。

4.3　学びに向かう力・人間性等 

　ディクトグロスを応用した本プログラムでは、
個人メモ→ペアトーク→グループトークの順に話
し合いを広げる。教師の振り返りに「グループ活
動では、友達の発表を聞いて得た意見を参考にし
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